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生田緑地マネジメント会議の関わる範囲

管 理

整 備 運 営

法令に基づく管理
・財産管理
・占用許可
・賠償責任
・使用料の徴収
・行為許可

基本的管理事項
・建物管理・公園施設管理・安全確保・警
備・清掃など

・里山環境の保全・管理に関すること
・管理方針・計画に関すること
・植生管理計画に関すること
・公園利用のルールづくりに関すること
・マナー啓発に関すること

施設整備・改修
・整備の実施
（中央広場整備、
周遊散策路整備等）
・改修工事の実施
・用地買収

・整備方針・計画の作成

・整備方針・計画
に関する意見交換

各種活動（運営プログラム等）
・イベント企画・実施
・環境教育プログラム
・利用者満足度アンケート
・周辺地域との連携
・里山体験
・講座、教室など

全体にかかわること
・広報・ＰＲ
・情報共有

※管理・整備・運営の最終的な責任は川崎市が負う

マネジメント会議
が係わる範囲

【会議の関わる範囲イメージ】

第4回生田緑地マネジメント会議
準備会資料（12/03/16）


